
JA茨城むつみのHPを
ご覧いただけます！

あすを拓く みどりの新しい風 2023

No.347

1

新 春 号



代
表
理
事
組
合
長

代
表
理
事
専
務

常
務
理
事

常
勤
監
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

常
任
理
事

学
経
理
事（
女
性
組
織
）

理

　
　
　
　事

理

　
　
　
　事

理

　
　
　
　事

理

　
　
　
　事

理

　
　
　
　事

理

　
　
　
　事

理

　
　
　
　事

理

　
　
　
　事

理

　
　
　
　事

理

　
　
　
　事

理

　
　
　
　事

理

　
　
　
　事

学
経
理
事（
女
性
組
織
）

代
表
監
事

学
経
監
事（
員
外
）

監

　
　
　
　事

監

　
　
　
　事

監

　
　
　
　事

監

　
　
　
　事

石

　塚

　克

　己

塚

　原

　和

　栄

谷

　島

　
　
　勇

海
老
原

　
　
　尚

影

　山

　眞

　次

北

　島

　徹

　也

野

　仲

　健

　一

関

　
　
　
　
　稔

羽

　部

　庄

　一

中

　村

　
　
　守

鈴

　木

　美
智
子

鈴

　木

　伸

　一

蒔

　田

　芳

　明

大

　越

　信

　也

因

　泥

　周
一
郎

須

　長

　
　
　弘

小
久
保

　芳

　一

板

　垣

　正

　美

田

　上

　貞

　雄

知

　久

　英

　一

林

　
　
　淳

　一

斉

　木

　忠

　雄

秋

　庭

　千
登
世

岡

　
　
　み
ど
り

海
老
島

　忠

　夫

染

　谷

　直

　人

青

　木

　和

　之

須

　釡

　良

　夫

風

　見

　和

　夫

小
森
谷

　博

　之

代表理事専務
塚 原 和 栄

常務理事
谷　島 　 勇

常勤監事
海 老 原　 尚

今
年
も
よ
ろ
し
く

　お願
い
申
し
上
げ
ま
す

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

新
春
を
迎
え
謹
ん
で

　新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

代
表
理
事
組
合
長

 
石
　塚
　克
　己

　
日
頃
か
ら
組
合
員
並
び
に
地
域
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
続
く
中
、
徐
々
に
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
し
っ
か
り
と
感
染
対
策
を
し
つ
つ
、
行
動
制
限
を
解
除
し
て

事
業
活
性
化
を
図
っ
て
い
け
る
よ
う
に
と
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

終
息
に
至
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
に
輪
を
か
け
る
よ
う
に
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
と
い
う
惨
事
も
重
な
っ
た
こ
と
で
、

食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
物
資
の
供
給
網
が
崩
れ
、
農
産
物
生
産
の

基
盤
で
あ
る
石
油
を
始
め
、
農
業
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
、
生
活
物

資
の
値
上
げ
が
生
じ
、
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
不
便
や
、

ご
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
昨
年
度
よ
り
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
持

続
可
能
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
地
域
社
会
の
確
立
」「
農
業
、

地
域
、
く
ら
し
を
支
え
る
組
織
・
事
業
基
盤
強
化
」を
柱
と
す
る「
新

３
カ
年
計
画
」に
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
日
本
の
食
料
自
給
率
は
三
七
％
で
過
去
最
低
の
水
準
で
す
。

牛
肉
や
豚
肉
な
ど
の
国
内
生
産
量
は
増
え
て
お
り
ま
す
が
、
国
内
で

育
て
ら
れ
た
牛
や
鶏
の
エ
サ（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
）は
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
輸
入
は
途
上
国
の
食
料
を
奪
う
可
能
性

が
あ
り
、
間
接
的
に
飢
餓
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
国
民
が
必
要
と
し

消
費
す
る
食
料
は
、
で
き
る
だ
け
そ
の
国
で
生
産
す
る「
国
消
国
産
」

と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
ま
す
。「
国
消
国
産
」
の
考
え
方
や
そ

れ
に
基
づ
く
取
り
組
み
は
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
達
成
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
今
後
、
農
業
生
産
基
盤
の
弱
体
化
が
進
む
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す

が
、
耕
作
放
棄
地
に
な
り
一
度
荒
れ
て
し
ま
っ
た
農
地
か
ら
ま
た
農

作
物
を
収
穫
す
る
に
は
、
あ
ら
た
め
て
土
づ
く
り
や
水
の
管
理
、
病

害
虫
対
策
を
行
う
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態

に
な
ら
な
い
為
に
、
地
域（
国
内
）農
業
を
支
え
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
方
が
一
人
で
も
多
く
増
え
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
課
題
解
決
に
向
け
て
国
や
県
、
市
町
と
協

議
し
取
り
組
み
ま
す
。

　
私
た
ち
役
職
員
は
、農
業
者
の
所
得
向
上
と
、実
需
者（
消
費
者
等
）

へ
安
全
・
安
心
な
国
内
農
畜
産
物
消
費
拡
大
に
む
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
組
合
員
、
地
域
の
み
な
さ
ま
の
ご
期
待
と
ご
要
望
に
応

え
る
こ
と
の
で
き
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
の

で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
み
な
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　茨城むつみは11月12日～26日の３日間、各支店でむつみ感謝ＤＡＹを開催しました。イベントでは、食料品や野菜
果物、肥料農薬の販売、農機具の展示などを行い約2800名の方にご来場いただきました。
　また、くらしの活動の一環として来場された方にＪＡオリジナル緑茶『さしまの息吹』の配布や地元野菜、ＪＡ米コ
シヒカリの無料配布、キッズコーナではヨーヨーすくいやスーパーボールすくいなどを行いました。

日頃の感謝を込めて

むつみ感謝ＤＡＹ
開催！日頃の感謝を込めて

むつみ感謝ＤＡＹ
開催！

ご来場ありがとうござ
いました！！

猿島中央支店 11/19

総和支店 11/19

境支店 11/19

古河支店 11/12

五霞支店 11/26

三和支店 11/26

4 ＪＡ茨城むつみ　１月号
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外
国
人
実
習
生

　
　
　
　
受
入
農
家
調
印
式

　
12
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
本
店
に

て
、
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
農
家
の
受

入
及
び
契
約
更
新
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
当
Ｊ
Ａ
と
受
入
農
家
が
外

国
人
実
習
生
制
度
の
実
施
に
関
し
て
委
託

契
約
を
締
結
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
か
ら
は
実
習
生
の
新
た
な
受
入
、

ま
た
は
契
約
更
新
す
る
際
の
注
意
点
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
受
入
農
家
と

Ｊ
Ａ
が
調
印
し
、
契
約
書
を
取
り
交
わ
し

ま
し
た
。

大
豆
初
頭
検
査
始
ま
る

茨
城
県
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
交
流
集
会

　
茨
城
県
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
者
連
盟
は
11
月
22
日
、
茨
城
県
Ｊ

Ａ
営
農
指
導
員
交
流
集
会
を
茨
城
む
つ
み
本
店
で
開
き
ま
し

た
。
茨
城
県
内
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
担
当
者
、
県
西
農
林
事
務

所
、
全
農
、
茨
城
県
中
央
会
ら
関
係
者
合
わ
せ
て
約
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、
谷
島
常
務
は
「
農
業
者
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
営
農
指
導
者
一
丸
と

な
っ
て
県
西
地
区
の
農
業
の
振
興
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。
交
流
集
会
で
は
、
営
農
指
導
員
の
優
良
表

彰
や
再
生
農
地
に
お
け
る
カ
ン
シ
ョ
栽
培
に
つ
い
て
研
修
会

が
行
わ
れ
、
集
会
の
最
後
に
は
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表　
鈴

木
隆
行
氏
に
よ
る
「
挑
み
続
け
た
サ
ッ
カ
ー
人
生
」
と
題
し

た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

道
の
駅
ご
か
お
客
様
感
謝
フ
ェ
ア

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
道
の
駅
ご
か
農
産
物
直
売
所
で
は
、
出
荷
者
が
組
織
す
る
販
売
組
合
主

催
で
11
月
20
日
、「
お
客
様
感
謝
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
直
売
所
を
利
用
し
て
く
だ
さ
る
お
客
様
へ
の
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
地
元
五
霞
町
の
特
産
「
や
つ
が
し
ら
」
を
使
用
し
た
け
ん
ち
ん

汁
の
無
料
配
布
や
直
売
所
で
１
，５
０
０
円
以
上
お
買
い
上
げ
の
方
に
翌
日
か
ら
使
用
で
き 鈴木氏による記念講演

大豆の検査をする検査員

けんちん汁の無料配布の様子

る
１
，０
０
０
円
の
商
品
券
を

数
量
限
定
で
配
布
し
ま
し
た
。

主
催
団
体
の
山
中
組
合
長
は

「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
お
客
様
へ

日
頃
の
感
謝
が
な
か
な
か
伝
え

づ
ら
い
状
況
に
あ
っ
た
が
、
お

客
様
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
イ

ベ
ン
ト
が
出
来
た
こ
と
は
、
生

産
者
に
と
っ
て
も
今
後
の
励
み

に
な
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
旧
長
田
支
店
倉
庫
で
12

月
８
日
、
令
和
４
年
産
大
豆
の
初
頭
検
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
「
里
の
ほ
ほ
え

み
」
３
９
６
袋
（
１
袋
30
㌔
）
を
検
査
し
、

生
産
者
立
ち
会
い
の
も
と
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
検

査
員
が
、
本
年
度
の
目
合
わ
せ
も
含
め
粒
度

や
形
質
な
ど
を
念
入
り
に
品
位
確
認
し
な
が

ら
適
正
に
検
査
し
等
級
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
検
査
に
立
ち
会
っ
た
当
Ｊ
Ａ
の
鈴
木
営
農

部
長
は
「
世
界
的
に
穀
物
需
要
が
逼
迫
し
て

い
る
現
在
、
国
産
大
豆
の
増
産
、
安
定
供
給

を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
12
月
中
旬
か
ら
１
月
末
ま
で

検
査
を
行
い
ま
す
。

契約書を取り交わす谷島常務と実習受入農家
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「
ぬ
く
も
り
」
で
「
女
性
部
お
手
製　
年
越
し
そ
ば
」

　
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
も
り
」
で
は
12
月
８
日
～
９
日
の
２
日
間
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
と
毎
年
恒
例
の
「
ち
ょ
っ
と
早
い
年
越
し
そ
ば
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
お
蕎
麦
、
毎
年
こ
の
日
の
た
め
に
茨
城
む
つ
み
女
性
部
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、

地
元
の
そ
ば
粉
、
そ
し
て
手
打
ち
と
い
う
こ
と
で
こ
の
日
に
皆
さ
ん
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ

せ
る
く
ら
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
総
和
地
区
と
五
霞
地
区
の
女
性
部
の
皆
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
日
の
朝
早
く
か
ら

集
ま
っ
て
腕
を
振
る
っ
て
い
た
だ
き
出
来
立
て
を
持
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
手
打
ち
な
ら
で
は
の
格
別
の
そ
ば
の
風
味
と
コ
シ
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
ふ
ん
だ
ん
に
味

わ
い「
ほ
ん
と
美
味
し
い
ね
」「
ほ
か
の
そ
ば
と
は
違
う
ね
」な
ど
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　
「
お
蕎
麦
の
よ
う
に
細
く
長
く
過
ご
す
」「
今
年
の

苦
労
を
切
り
捨
て
、
来
年
を
幸
運
で
迎
え
ら
れ
る
」

そ
ん
な
意
味
を
持
つ
年
越
し
そ
ば
。
１
日
も
早
く
日

常
に
戻
る
「
願
い
」
を
込
め
て
私
た
ち
も
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
女
性
部
の
皆
さ
ん
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

JA茨城むつみ 特産物
急須を

プレゼント

1万円以上予約されたお客様

令和５年度 新茶
ご予約受付中

さしま茶のご紹介

さしま茶の秘密
お買い求めの目安
１回７～10gを利用し１日３回入れかえた場合には、１年間で約10kg使用することになります。
お茶の新芽だけを集め、真空パックしました。開封までは摘みたての鮮度が保たれますので
まとめてご利用ください。

気分さわやか 笑顔がうれしい、
　　　　　　　　ヘルシー家族。
ＪＡでは、摘みたての新茶を真空パック詰めにして、
ただいまお得な共同購入運動を実施しております。
この機会にぜひ、一年分の新茶をまとめてお求めください。

茶畑より筑波山を望む

　冬の厳しい寒さは、お茶の葉にコクとうまみを作り出しております。さらに、有機質
をふんだんに含む肥料を多く施しているため、豊かな香りと、味の濃いお茶が出来上がり、
多くの皆様にご愛飲いただいています。このようにして作り出された 「さしま茶」 は、
厳密な審査のもと、より美味しく、より安い商品として販売されています。

　茨城県さしま地方で生産されている 「さしま茶」 は、江戸時代初期より栽培が始ま
り、利根川流域の肥沃な大地に育まれ、さらにすぐれた多くの人々の手によって改良が
加えられ、味と香り豊かな銘茶としてその名を今に伝えられています。

本物の
味を

伝える
本物の

味を

伝える

１万円未満
１万円以上
２万円以上
３万円以上
４万円以上
５万円以上
10万円以上

急須

１個
１個
１個
１個
２個
３個

湯呑み
１個

２個
３個
５個
５個
５個デザインは変更になる場合があります。

手打ちそばを楽しむ利用者

五霞地区女性部の皆さん 総和地区女性部の皆さん



当
選
者

11 月号の答え

　第345号の答えは、「アカワイン」でした。
次の方が当選されました。おめでとうございます。
● 関根　久夫 ● 佐山美枝子 ● 新井　泰宏
● 竹内　秀博 ● 針谷　康子 ● 斉藤　陽子

⬇タテのカギ
１
２
３
５
６
８
11
12
13
15

16
19
20

正月に飲む薬酒。おー気分がなかなか抜けない
髪の毛の渦巻き
エッフェル塔がある都市
練り物やダイコンを煮込んで作ります
自分より後に生まれた人はみんなこれ
食事の管理や指導を行います
昨年はナスのーがとても良かった
太鼓や木琴やトライアングルなどのこと
毛筆でしたためることも
大学入学共通テストは国公立大学だけではなくー
大学も利用しています
計画のこと。お得な宿泊ー
京都・三十三間堂の通し矢で新成人が引きます
一ー、ニタカ、三ナスビ

➡ヨコのカギ
初詣で、受験を控える子の難関
ーを祈願した
２つで１組のー茶わん
客のためにワインを選びます
師匠の下で学びます
親から子へ受け継がれます
ー・中期・末期
年賀状によく書かれる２文字の
熟語
湖に張った氷に穴を開けて楽し
むこともあります
登山やキャンプで使う寝袋
コンコンと鳴く動物
警察は原則としてー不介入です

二重マスの文字をA～Dの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

　はがき・メール・FAX のいずれかで、上記の①～④の事項を
もれなくご記入の上、ご応募ください。
　E-mail：jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp
　FAX：0280（87）6630（総務企画課行とお書きください。）

①
解
答

②
氏
名
、住
所
、職
業
、年
齢
、Ｔ
Ｅ
Ｌ

③
Ｊ
Ａ
、
そ
の
他
に
関
す
る
ご
意
見
、

　
ご
要
望
、
と
っ
て
お
き
の
情
報
、

　
旅
行
で
行
き
た
い
と
こ
ろ
、
な
ど

　
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

④
一
番
興
味
を
も
っ
た
記
事
は
、

　
ど
れ
で
す
か
。

境
町
長
井
戸
二
三

Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み

  

総
務
企
画
課
　
行

404060363

〈
応
募
方
法
〉

☆
宛
先
は…

境
町
長
井
戸
23
番
地

　
　
　
Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
総
務
企
画
課

　
●

締
め
切
り
　
1
月
31
日
（
必
着
）

　
●

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
に
よ
り

　
６
名
の
方
に
わ
く
わ
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

　（
Ｊ
Ａ
取
り
扱
い
商
品
）を
差
し
上
げ

　
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

１

４
７
９
10
13
14

17

18
21
22

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
ア カ ワ イ ン

令
和
４
年
11
月
30
日

●

報
告
事
項

１
）
令
和
４
年
10
月
末
各
事
業
実
績
に
つ
い
て

２
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

３
）
相
談
・
苦
情
等
対
応
状
況
定
期
報
告
に
つ
い
て
（
信
用
・
共
済
）

●

付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
理
事
貸
出
金
に
つ
い
て
（
案
）

第
10
回
理
事
会
だ
よ
り

令
和
４
年
11
月
30
日

●

付
議
事
項

第
１
号
議
案
　
監
事
監
査
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
（
案
）

第
２
号
議
案
　
監
事
会
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
（
案
） 

第
8
回
監
事
会
だ
よ
り

7



労災保険は、業務上の原因により怪我や疾病にあわれた労働者や遺族に対して、必要な保険給付を行い、
金銭的な援護を図る国の制度ですが、農業者の方も一定の要件のもとに特別加入という形で加入すること
ができます。

農業者の方も労災保険に加入できます♪農業者の方も労災保険に加入できます♪
加入申込令和５年２月末まで
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〒306ー0404  茨城県猿島郡境町長井戸23／TEL0280ー87ー1161  FAX0280ー87ー6630／URL  https://www.jamutsumi.com/     E-mail  jamutsumi.kikakuka1@ja-ibaraki.jp




